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農 地 整 備 課 

 

１ 概  況 

当管内のうち八ヶ岳西麓地域は、昭和 40 年代から近年にかけてほ場整備を

実施しており、また地域を南北に貫く広域農道「八ヶ岳エコーライン」が開通

したことから、大規模経営体等による水稲や野菜・花きの主要産地となってい

る。 

一方、諏訪湖周辺地域は、農振農用地が諏訪湖東側に 300ha 程度まとまって

いるが、この区域は宅地の混在化が激しい上、農業用用排水施設の老朽化が進

んでいる。今後は農地として保全していくエリアの設定や、施設改修等の対策

を講じる必要がある。その他の区域では農地は少なく、地形条件や整備コスト

の面から未整備の農地が多い。 

管内の耕地面積は 5,965ha で、そのうち 4,124ha が整備済であり、整備率

（69.1％）は県全体（59.9％）を上回っている。一方で、畑地かんがい施設の

整備率（10.7％）は、県全体（27.8％）より低い。 

（単位：ha） 

区 分 耕地面積 整備済面積 
 畑地かんがい 

整備済面積 

 

整備率 整備率 

諏
訪
管
内 

 5,965 4,124 69.1% － － 

水田 3,292 2,977 90.4% － － 

畑 2,673 1,147 42.9% 286 10.7% 

県
全
体 

 106,235 63,643 59.9% － － 

水田 52,413 44,743 85.4% － － 

畑 53,822 18,900 35.1% 14,938 27.8% 

※令和元年度末実績（農地整備課調べ） 

管内には、受益面積 100ha 以上の基幹的な農業用用排水路が約 75km あり、そ

のうち約 41km（53.8％）が改修されているが、土型水路の箇所も多く残ってい

る。 

また、白樺湖、蓼科湖をはじめとする 62 箇所の農業用ため池がある。 

区 分 
基幹的な 

用排水路延長 
整備済延長 

 
農業用ため池数 

整備率 

諏訪管内 75.3km 40.5km 53.8% 62 箇所 

※令和 2年度末実績（農地整備課調べ） 

２ 農業農村整備事業の概要 

現在「第３期長野県食と農業農村振興計画：H30～R4」及び「長野県農業農村

整備計画（第８次長野県土地改良長期計画）：H30～R4」に基づき、『水・土・里

を支え活かし、次代へつなぐ農業農村整備』の実現に向け、事業を進めている。 

今後も老朽化した農業用用排水路や農業用ため池等の農業用施設の更新・整

備や収益性を高める農地の整備が必要であり、八ヶ岳西麓地域を中心に農業農
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村整備事業を実施している。 

また、急峻な地形や豊富な水量を活かし、農業用水を活用した小水力発電の

導入を推進している。 

 

３ 事業実施状況 

（１）稼ぐ農業を支える基盤整備の推進 

ア 県営かんがい排水事業 

農業水利施設は食料生産のみならず洪水防止や防火用水、地域の景観形成

など重要な役割を果たしている。管内の農業用水路は土型水路の箇所が多く、

将来にわたり持続的に機能を発揮させるため、基幹的農業用水路の整備を推

進する。   

                （単位：千円） 

地区名 
実施 

年度 

全 体 

事業費 

R２年度 

ま で 
R３年度 

 R４年度 

以 降 

関 係 

市町村 進捗率 

大河原堰 
H29 

～R3 

 

295,000 

 

209,167 

(5,833) 

20,000 

 

79.7% 

 

60,000 

 

茅野市 

※R3 年度欄の上段( )は、R2 年度からの繰越額で外数 

イ 経営体育成基盤整備事業 

大区画化や湧水処理、除礫等の農地の条件整備により、営農の効率化と農

地の汎用化を図り、水稲から野菜等の高収益作物への転換を進め、併せて集

落営農や農業生産法人など担い手への農地集積・集約化を促進する。 

（単位：千円） 

地区名 
実施 

年度 

全 体 

事業費 

R２年度 

ま で 
R３年度 

 R４年度 

以 降 

関 係 

市町村 進捗率 

大平 
H28 

～R 元 
219,000 219,000 － 100% － 富士見町 

小六 
R 元 

～R5 

 

319,000 

 

75,800 

(81,157) 

   70,000 

 

71.1% 

 

92,043 
富士見町 

計 

（２地区） 
 

 

538,000 

 

294,800 

(81,157) 

   70,000 

 

82.9% 

 

92,043 
 

※R3 年度欄の上段( )は、R2 年度からの繰越額で外数 

ウ 団体営土地改良事業 

担い手への農地集積の加速化や農業の高付加価値化を進め、意欲ある農業

者が農業を継続できるよう、地域の実情に応じたきめ細かな農地・農業水利

施設等の整備を支援する。 

 

 

 



- 26 - 

 

                           （単位：千円） 

地区名 
実施 

年度 

全 体 

事業費 

R２年度 

ま で 
R３年度 

 R４年度 

以 降 

関 係 

市町村 進捗率 

農地耕作条件改善事業      

羽場 
R3 

 ～R4 
12,000 －  10,000 83.3% 2,000 富士見町 

 

（２）持続的な農業生産活動を支える基盤づくり 

ア 県営農村地域防災減災事業 

豪雨や地震等の災害から地域住民や農地等を守るため、危険度の高い農業

用用排水路の改修を実施するとともに、畑地かんがい施設に設置された石綿

管の撤去・更新整備を実施する。    

                           （単位：千円） 

地区名 
実施 

年度 

全 体 

事業費 

R２年度 

ま で 
R３年度 

 R４年度 

以 降 

関 係 

市町村 進捗率 

中新田 
H28 

～R3 

 

425,000 

 

356,819 

 (41,661) 

 26,520 

 

100% 

 

－ 
原村 

番飼場 
H30 

～R4 

 

138,000 

 

56,757 

 (19,343) 

 3,000 

 

57.3% 

 

58,900 
原村 

計 

（２地区） 

 

 

 

563,000 

 

413,576 

 (61,004) 

 29,520 

 

89.5% 

 

58,900 

 

※R3 年度欄の上段( )は、R2 年度からの繰越額で外数 

イ 県営中山間総合整備事業 

農業従事者の減少・高齢化や耕作放棄地の増加等の課題を抱える中山間地

域において、農業の継続と農村の活性化を図るため、農業生産基盤整備と農

村生活環境整備を総合的に実施する。 

                            （単位：千円） 

地区名 
実施 

年度 

全 体 

事業費 

R２年度 

ま で 
R３年度 

 R４年度 

以 降 

関 係 

市町村 進捗率 

縄文の里 
H27 

～R4 

 

1,470,000 

 

1,073,396 

 (54,904) 

100,000 

 

83.6% 

 

241,700 
茅野市 

※R3 年度欄の上段( )は、R2 年度からの繰越額で外数 

ウ 団体営土地改良事業 

地震に対する危険度の高い農業用ため池の耐震性点検の実施と、ハザード

マップの作製を支援する。                               （単位：千円） 

区 分 箇所数 関係市町村 R３年度事業費 

農村地域防災減災事業 

（耐震性点検） 
2 箇所 岡谷市・茅野市 12,000 

長寿命化・防災減災事業 

（ハザードマップ作成） 
7 箇所 岡谷市 7,800 

エ 多面的機能支払事業 

農業・農村は、水資源のかん養、農村景観の形成、国土や自然環境の保全

等、多面的な機能を有している。 
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将来にわたり、農地、農業用用排水路、農道等の地域資源が適切に保全さ

れるよう、「農業の有する多面的機能の発揮の促進に関する法律」に基づき、

農業者等が地域ぐるみで取り組む共同活動等を支援する。 

                          （単位：ha、千円） 

区  分 組織数 対象農用地面積 R３年度交付金 

農地維持支払交付金 

資源向上支払交付金 
43  2,447  154,266 

多面的機能支払推進交付金 －  －  294 

※R３年度交付金は、当初要望額（R3 年 4 月時点） 

オ 地籍調査事業 

県土の保全並びに土地に関する施策の基礎資料として活用するため、土地

の所有者、地番、地目、境界、面積等の調査を支援する。 

（単位：千円） 

市町村名 実施年度 対象面積 
R２年度まで 

実施面積 

 R３年度 

事業費 
備 考 

進捗率 

茅野市 
S29～  

H24～(再開) 

 

216.14km2 

 

16.05km2 

 

7.4% 

 

21,400 

S32～H23 

休止 

 

（３）地域の強みを活かした農村景観や地域資源の活用 

ア 農業用水を活用した小水力発電 

令和元年５月に公表された「農業用水路を利用した小水力発電の可能性調

査」によると、諏訪管内は小水力発電の候補地として可能性のある地点が県

内で最も多い。農業水利施設の維持管理に係る農業者の負担軽減を図るため、

農業用水を活用した小水力発電の導入を推進する。 

水路名 発電施設名 設置者 運転開始 
最大 

出力 
水路管理者 

滝之湯堰 蓼科第二発電所 三峰川電力㈱ 26年1月 141kw 
茅野市滝之湯堰 

土地改良区 

〃 蓼科第三発電所 〃 29年9月 93kw 〃 

大河原堰 蓼科第四発電所 〃 29年9月 145kw 
茅野市大河原堰 

土地改良区 

北の沢堰 
北の沢堰小水力

発電所 
㈱ジェネックス R元年6月 9.2kw 

茅野市湖東笹原 

土地改良区 

イ 信州の農業資産の活用 

世界かんがい施設遺産に登録された滝之湯堰や大河原堰をはじめとする歴

史ある農業資産の魅力を発信し、新たな観光資源として活用する取組を支援す

る。 


